
令和５年度第１回防府市上下水道事業経営懇談会 補足資料

５．議事（１）防府市上下水道事業の経営状況について

① 上下水道事業の経営について

⚫ 上下水道局では、水道事業、工業用水道事業、公共下水道事業の

3事業を地方公営企業法適用事業として経営

⚫ 地方公営企業は、地方公営企業法により「経済性」と「公共性」の

2つを基本原則とし、「独立採算制」*による経営が原則

*「独立採算制」

市民の皆様に、安心して水道水、下水道をお使いいた

だくために必要な施設の整備と維持管理の経費のほ

とんどは、「水道料金、下水道使用料」で賄われていま

す。これを、独立採算制といいます。

① 資金を借り入れ

⑤ 借入金を返済し
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図１
⚫ 上下水道事業は施設建設に莫大な資金が必要

・施設建設

水道事業は水源地や配水池、配水管など

公共下水道事業は浄化センターや汚水管など

・資金

企業債（国等からの借入金）、国からの補助金に依存

企業債は施設建設に欠かせない財源

→その元利償還金は将来の財政を圧迫する要因

※水道料金や下水道使用料で長期にわたり返済

④ 水道料金、下水道使用料
をいただき

② 施設の建設に使い

健全な経営に努めて
まいります。

③ 安全な水を送ります。
また、汚水を処理します。



②水道事業会計・公共下水道事業会計のしくみについて

【収入】

• 補助金

• 企業債

【支出】

• 施設の整備費・更新の建設改良費

• 企業債償還金

水道事業と公共下水道事業は、地方公営企業法によって定められた複式簿記による会計方式を採用しています。

これを公営企業会計といいます。公営企業会計を３つの財布に例えて説明します。

以上のことから、１つ目の財布から儲け（純利益）が出て、3つ目の財布にある程度貯金がないと２つ目の財布で施設の

整備や更新ができず、安定した水道事業、下水道事業の経営ができないことになります。

「資本的収支」

⚫ 老朽化した水道・下水道施設の更新、新たに

施設を建設するための会計（消費税込みで表

します。）

⚫ 収支の差引 マイナス収支

【収入】

• 給水収益（水道料金）

• 下水道使用料

• その他の収入

【支出】

• 人件費

• 維持管理費

• 減価償却費

• 支払利息

「収益的収支」

⚫ 皆様からいただく水道料金・下水道使用

料で、水道水を配り、汚水を処理するため

の費用を賄う、日々の営業用の会計（損

益計算書に当るため、消費税抜きで表し

ます。）

⚫ 収支の差引 当年度純利益又は純損失

（利益）

「内部留保資金（補てん財源）」

⚫ 収益的収支の中で現金支出のない減価償却

費等などにより企業会計内部に留保される資

金を管理

・ 当年度純利益（利益剰余金）
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③ 財政収支中長期計画の表の構成について

1. 収益的収支

2. 当年度純利益

3. 資本的収支

4. 資本的収支の収支差引

5. 補てん財源

6. 補てん財源不足額

7. 企業債残高（借入金の残高）

⚫ 「当年度純利益」は、令和９年度から赤字になる見込み

⚫ 「補てん財源不足額」は、令和１１年度からマイナスになる見込み

④ 水道事業会計の財政収支中長期計画について

企業債（借入金） 国等からの借入金

建設改良費 水道管の新設、布設替、施設更新等の経費

企業債償還金 国等からの借入金の元金返済金

維持管理費 施設の維持管理費、物件費及び検針、料金・使用料徴収等に要した費用

動力・薬品費 水源地やポンプ所等で必要な電気料金、薬品費

減価償却費 水道施設などの固定資産を耐用年数に応じて費用分配した額

支払利息 施設建設等に要した借入金の支払利息

※上記は、資料⑤-1の科目の説明（一部抜粋）

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

収益的収入計 2,122 2,126 2,106 2,099 2,077 2,033 2,024 2,008 2,002 1,986 1,975 1,963 1,951 1,934 1,923

収益的支出計 1,720 1,748 1,738 1,931 1,962 1,905 1,908 1,934 2,003 1,998 2,038 2,060 2,080 2,120 2,147

当年度純利益 402 378 368 168 115 128 116 74 -1 -12 -63 -97 -129 -186 -224
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（単位：百万円）
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経営改善について

⚫ 今後、物価高騰や金利上昇などの影響は受けますが、計画的・効果的に施設の更新や維持管理を行うために更なる業務改善や効率化

に取り組み、財政基盤の強化を図ることで、できる限り現行の水道料金を維持していきたいと考えています。

⑤水道事業の経営状況について

防府市の水道は、昭和２６年に給水を開始して以来７０年以上にわ

たり、市民生活のみならず、産業経済活動を支えるライフラインとし

て多様な役割を果たしています。

現状

⚫ 人口の減少や節水機器の普及などにより、平成１０年度をピー

クに水道の使用水量は減少傾向 今後も収益減少の見込み

⚫ 現在の水道料金は平成１３年に改定

→行財政改革による人件費をはじめとする経費削減の徹底

→企業債借入利率が長期にわたり低水準で推移
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⚫ 「当年度純利益」は、令和６年度から赤字になる見込み

⚫ 「補てん財源不足額」は、令和８年度からマイナスになる見込み

⑥公共下水道事業会計の財政収支中長期計画について

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

収益的収入計 2,939 2,992 2,967 2,945 2,970 3,011 3,019 3,037 3,046 3,022 3,057 3,082 3,074 3,098 3,069

収益的支出計 2,743 2,808 2,812 2,916 2,962 3,023 3,044 3,080 3,101 3,092 3,239 3,272 3,267 3,297 3,261

当年度純利益 196 184 155 29 8 -12 -25 -43 -55 -70 -182 -190 -193 -199 -192
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（単位：百万円）
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⑦公共下水道事業の経営状況について

防府市の下水道は、昭和５３年に下水処理を開始して以来45年以上が経過しており、計画区域である市街化区域内の整備を目指し

て拡張事業を続けながら、老朽施設の更新にも取り組んでいる状況です。

経営改善について
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⚫ 施設の更新事業費を見直し平準化した上で計画的な施設更新を行い、包括委託を活用した効率的な維持管理を実施しても改善で
きない費用が多く、経営状態の好転は望めないため、改善策として、平成１１年以来となる使用料の改定が避けられない状況です。

現状

⚫ 人口の減少や節水機器の普及等による水道使用量の減少

→処理区域を拡大しているにもかかわらず下水道使用料収入は既に減少傾向にあり、今後の収益減少が避けられない状況

⚫ 汚水管の布設や老朽施設の更新等による企業債残高が多く、利息の支払いや減価償却費の増加が負担

⚫ 諸物価の高騰や長期金利の上昇

→財政状況は極めて厳しい状況

⚫ 未整備地区の汚水管整備事業への補助金

→令和８年度末までの予定

⚫ 現在の下水道使用料は平成１１年に改定

→行財政改革や企業債借入利率が低水準で推移

→平成２３年に公共下水道事業に地方公営企業法を全部適用
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⚫ 電気料金高騰などによる委託料等の維持管理費の増加、金利上昇による支払利息の増加の影響が大きい


